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当院における母乳育児支援（第2報）

導入後1年半の現状と問題点

高　橋　千佳子，山　本　優　子

はじめに

　当院では，平成15年3月より世界保健機構

（WHO）／国連児童基金（ユニセフ）の「母乳育児

成功のための10か条」に基づいた母乳育児支援を

開始し，短期間で退院時母乳率が上昇する結果と

なった。支援内容及び開始後半年の支援結果につ

いてはすでに報告したが1），1ヶ月健診時母乳率が

低下することより，今後の課題として「妊娠中か

らの情報提供を増やす」「退院後フォローシステム

を充実させる」などが挙げられた。

　今回，これらの課題に取り組み，1年半が経過し

た時点での当院の母乳育児支援の現状と問題点に

ついて，前回の結果と比較し検討を行ったので，こ

こに報告する。

研究方法および対象

　当院における母乳率の推移について調査した。

　研究期間：平成15年3月から平成16年8月ま

で18ヶ月間。

　研究対象：当院で分娩した褥婦924名を対象と

した。

　調査方法：入院カルテ・外来カルテの記録を元

に，1）退院時母乳率を①入院中母乳のみの完全

母乳群（以下完全母乳群），②入院中糖水を使用

し退院時母乳のみの群（以下糖水追加群），③入

院中人工乳を使用した混合群（以下混合群）の3群

に分けて集計した。退院時母乳率合計は，完全母

乳群と糖水追加群を合わせた。2）1ヶ月健診時母

乳率を①完全母乳群，②混合群，③人工群の

3群に分けて集計した。3）退院時栄養方法別に

①退院後フォロー有り群，②退院後フォロー無

し群で1ヶ月健診時母乳率に違いがあるかについ

て調査した。

結 果

　1．退院時母乳率（図1）

　前回研究時と比較しても，退院時母乳率は90％

台を維持出来るようになった。完全母乳群が徐々

に増加しており，退院時までに1回以上糖水もし

くは人工乳を使用した群が減少した。

　2．1ヶ月健診時母乳率（図2）

　前回研究時と比較し，1ヶ月健診時母乳率はわず

かに上昇し50％台を維持していた。また，混合群
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も含め8割以上が母乳育児を継続していた。しか

し，退院時に比べ1ヶ月健診までに混合群が増加

した。

　3．退院時栄養方法別・フォロー有無別1ヶ月

　　　健診時母乳率

　1）退院時完全母乳群の1ヶ月健診時母乳率

　　　（図3）

　フォロー有り群では約40％の方が人工乳を使

用していた。フォロー無し群は，約25％の方が人

工乳を追加していた。

　2）退院時糖水追加群の1ヶ月健診時母乳率
　　　（図4）

　両群とも退院時には母乳栄養を確立して退院し

たが，約5割が人工乳を使用していた。また，完

全母乳群に比べて人工乳の使用の割合が増加し
た。

　3）退院時混合群の1ヶ月健診時母乳率（図5）

　フォロー無し群で母乳率が増加した。フォロー

有り群の母乳率が低く出た。混合という形も含め

8割以上が母乳育児を継続していた。

C恨

8磯

60r

鞘

20＄

誌萎

田母乳

　　一〇s　　　　　　　フオロー有　　　　　　　　　　フtP一無

図3．退院時完全母乳群の1ヶ月健診時母乳率

leDN　t

協

路

撒

　

＼

譲‡

■母乳

　　　　　　　フオロー有　　　　　　　　　　　7オD一佐

図4．退院時糖水追加群の1ヶ月健診時母乳率

　　　　　　フ緯一有　　　　　　　　　　　？オロー陪

図5．退院時混合群の1ヶ月健診時母乳率

考 察

L人工
口混合

■母乳

　1．当院周産部の完全母子同室制導入までの経

　　　過（表1）

　周産部は開院以来，母子異室制をとってきた。す

でに星らにより報告されているが1），平成12年よ

り患者様の様々なニーズに対応出来るように母子

異室・同室選択制を行ってきた。しかし，分娩直

後のカンガルーケアを開始2）したことから母子を

引き離さない自然な流れのケアが主流となり，平

成15年3月より全室母子同室を開始し，母乳育児

支i援を中心に周産部は大きく変わってきている。

また，他職種との連携がスムーズに行くように職

員対象の母乳育児支援勉強会を開催するなど，病

棟の外に向けた活動も開始している。周産部の長

い歴史の中で，母乳育児支援は始まったばかりと

いうことも可能である。

　2．周産部の現状（表2）

　完全母子同室制導入後は，小児科管理入院児も，

状態によっては点滴中でも母子同室を行ってい

表1．当院周産部の完全母子同室制導入までの経過

昭和5年2月
平成4年7月

平成12年12月

平成14年12月

平成15年3月

　　　　8月
　　　　11月

　　　　12月

平成16年4月

開院　母子異室制

4床　産褥2日目より母子同室開始

（母子異室・同室選択制）

合計8床ヘ

カンガルーケア開始

全室同室開始（最大23床）

帝王切開時のカンガルーケア開始

職員対象の母乳育児支援勉強会開催

退院フォローの変更

新・マタニティークラス開催

（母乳育児支援クラス含む）
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表2．周産部の現状

■病床数　25床（最大35床）・助産師　21名

■救急搬送（子宮外妊娠等）・合併症妊婦

　小児科入院児（点滴施行）の母子同室

■平成15年9月～平成16年8月

　全分娩件数607件：自然分娩　515件

　　　　　　　　吸引分娩

　　　　　　　　鉗子分娩

　　　　　　　　骨盤位

　　　　　　　　帝王切開

VBAC　　19件
母体搬送　18件

妊婦健診未受診・分娩時初診

15件

2件

1件

74件

　　　　　　　　　　　　　20件

　助産制度52人（平成15年度仙台市の44％）

■医療費未納者多数

■乳児院入所　平成16年1～9月まで7人

ても出来る限り母乳育児が継続されるよう，他職

種との連携が求められている。周産部では母乳育

児継続中の乳房トラブルを抱えた褥婦を開業助産

師に紹介することもある。情報をフィードバック

するために，開業助産師を講師として招いて勉強

会を開催し，スタッフの母乳育児支援への意識統

一
・ レベルの向上に取り組んでいる。そして，助

産制度利用など社会背景が複雑な妊産褥i婦におい

ては，退院後もケースワーカーと県内外の地域保

健福祉センターなどとの連携が欠かせない。事例

により，保健師による入院中の病室訪問もあり，ま

た県外在住の場合は県内の保健福祉センターより

情報を伝達している。入院中の母乳育児支援の確

立のみならず，退院後の生活育児支援も提供して

いる状況である。

る。当院は，助産制度指定病院である。利用者の

46％は妊娠30週以降が初診であり妊娠中は個別

の対応が必須となっている。また，医療費未納者・

乳児院入所・婦人保護施設利用者など様々な問題

を抱えた妊産褥婦が増加してきており，院内外と

の連携が欠かせなくなってきている。

　3．周産部の連携（図6）

　図6に病院内外との連携を示す。小児科医師の

協力が得られるようになり，小児科管理が必要な

児や1ヶ月健診でフォローが必要とされた場合，

病棟へ依頼されるようになったが，1ヶ月健診以降

の連携体制が確立していないのが現状である。ま

た，内科的合併症などで内服が必要な場合におい

小児科医

他診療部門

　　　　　　開業助産師

牒 ンノ繋
ケ－ス

：：∴
仙台市立病院

産婦人科

露㌫
（68｝

＼＼…
　　健康福祉センター

図6．病院内外との連携

　4．母乳育児支援の実際（表3）

　1）妊娠中

　前回の「妊娠中からの情報提供を増やす」とい

う課題から，妊娠中計6コースの母乳育児支援ク

ラスを始めとしたマタニティークラスを新設し

た。小児科医・栄養士の協力も得て開設している。

また，個々の患者様に対応できるように少人数・

参加型となっている。開設してまだ半年が経過し

表3．母乳育児支援の実際

妊娠中：マタニティークラス6回

　　1．産婦人科の先生に聞いてみよう

　　2．小児科の先生に聞いてみよう

　　3．栄養士さんに聞いてみよう

　　4．母乳育児をしてみませんか？

　　5．赤ちゃんにやさしいソフロロジー

　　6．赤ちゃんとの生活はじまるよ

分娩後：カンガルーケア

　　　分娩後1時間以内の直母介助・乳管開通操作

　　　分娩2時間後からの母子同室

　　　頻回直母と直母介助

　　　退院時母乳育児自己チェックリスト

　　　退院後の母乳育児について（卒乳まで）

　　　産後マタニティークラス1回

　　　沐浴体験

退院後：24時間電話相談受付

　　　退院後フォロー
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たばかりなので，今後改善していく予定である。

　2）分娩後・退院後

　分娩直後のカンガルーケアから始まり，分娩2

時間後からの母子同室・頻回直母などを行ってい

る。頻回の訪室で直母介助を行っているが，同時

にエモーショナルサポートもケアの重要なポイン

トになってきている。そして，退院前日には個別

に卒乳までの母乳育児継続のために，お母様方と

の話し合いの場を持っている。その中で，出来る

限り母乳育児に自信を持って退院できるようケア

に努めている。退院後の電話相談では，授乳・育

児など様々な内容に対応しており，また育児相談

も含めた退院後のフォローを行っている。

　3）退院後フォローの実際（表4）

　人員的な問題で専門の外来が設置できないこ

と，経済的な問題を抱えている方もいるなどの理

由から，外来受診の形をとらずに病棟のスタッフ

が業務の合間で対応している。フォローの時期は，

退院後1～2週間が中心だが退院の次の日から離

乳食開始後までと様々である。フォローは，無作

為ではなく表4に示す適応に従って行っている。

前回研究の課題を受けフォローを強化している

が，フォローが全分娩者の約6割にとどまってい

るのが現状である。しかし，延べ人数からは，1人

あたり1回以上のフォローをしている。

表4．退院後フォローの実際

■内容

　児の体重増加・乳房の状態・授乳状況

■時期

　退院翌日～離乳食開始後まで様々

■適応

　初産婦

　前回混合・人工栄養の経産婦

　低出生体重児・早産児

体重増加が思わしくない児

　小児科医の指示による

　乳房トラブル

　育児不安　など

■割合

　月平均全体の61％フォロー

　1．5回／人

　以上の現状と本研究結果から，いくつかの問題

点を考察した。

　1．妊娠中・入院中の取り組み

　退院時母乳率の上昇は，入院中のスタッフの頻

回の訪室やエモーショナルサポートなどのケアの

成果もあるが，「妊娠中の情報提供を増やす」とい

う課題をふまえて新設されたマタニティークラス

による母乳育児支援の効果とも考えられる。山縣

は「母親の意識の受け入れについては妊娠中の啓

蒙の程度が大きく影響するとともに，入院中の支

援態勢が重要である」と述べている3）。現在のマタ

ニティークラスは任意の受講であるため受講率は

経産婦も含め必ずしも高くはない。今後は全員に

情報提供をするために，妊婦健診時に外来におい

て，パンフレットの配布や掲示物などで母子同室

や母乳育児のアピールを増やしていく必要がある

だろう。

　2．退院後フォローについて

　退院時に完全母乳であっても，フォローの有無

にかかわらず1ヶ月健診時に人工乳を使用する方

が増えている。フォロー有り群の場合，初産婦・

低出生体重児・乳房トラブルを有する方が多く含

まれる。フォロー無し群の場合では，母親は母乳

育児に自信を持って退院した方が多く含まれてい

る。両群とも退院後も頻回直母を行っていれば，完

全母乳栄養が継続できたと考えられる。しかし，母

乳育児を確立していても何らかの不安を抱えて退

院していることが予想されるので，人工乳の使用

につながっていると考えられる。

　瀬尾は「『母乳不足感』はお母さんが自信をなく

している状態で，そのままにしておくと本当の母

乳不足につながる」としている4）。また奥田らは

「「おばあちゃん世代』の多くは，児が3時間を待

たずに泣く場合は母乳不足だからミルクを足すべ

きだと信じており，また，そのように記載してい

る育児書も存在する」といっている5）。退院後の母

乳率低下は，退院後に沢山存在する母乳育児の継

続を阻む環境が関与している。母親自身の母乳育

児に対する自信と，退院後の家族の理解と協力が，
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その後の母乳育児に影響しており，入院中の家族

を含めたケアが重要であると考える。退院後の

フォローについては，最近では産褥2週間（退院

後1週間目）健診が母乳育児に果たす役割が大き

く重要であるとされており3’“7），当院でも是に基づ

いて時期を設定していた。しかし，フォロー後に

人工乳を追加するケースがあり，今後1ヶ月健診

時に人工乳使用の時期や理由について問診を行

い，現在行っている退院後フォローについて時期

などの再検討を行う予定である。

　3．入院中の糖水追加について

　入院中の糖水追加は，フォロー有り群では児の

「生理的体重減少の範囲の超越」のケースが多く，

フォロー無し群では一時的な「排尿回数の減少」，

「体温上昇」といった児の状況に応じて必要最低限

の追加を行ったケースが含まれている。両群とも

退院時には母乳栄養を確立しているが，1ヶ月健診

時には完全母乳群に比べても人工乳の使用の割合

が増加している。母乳以外の水分を追加すること

は母親の母乳育児に対する自信を損ないやすく，

母乳育児の早期中止につながるといわれてお

り8・9），糖水追加群はより密なフォローが必要と考

える。

　4．退院時混合群について

　退院時混合群は，小児科管理の必要な児が多く，

生後早期に人工乳を使用していることがある。当

院では小児科管理でも可能な限り同室・頻回直母

を行っており，母親の母乳育児の意識を高め自信

を持って退院できるようケアをしている。そのた

め退院時には母乳栄養の割合が高くなっている

ケースが多く，それらがフォロー無し群に含まれ

ており，1ヶ月健診時に母乳栄養が確立できたと思

われる。フォロー有り群は，早産児・低出生体重

児・体重増加が思わしくない等のケースを対象と

しているので，退院後も入院中の栄養方法を継続

しており1ヶ月健診の母乳率が低く出ていると考

える。しかし，瀬尾は「退院後，必要がなくなっ

ても母親が人工乳を足し続けることがあるので，

人工乳の量が増えて母乳育児の中止につながるこ

117

とのないように，退院後のフォローが重要である」

としている1°）。現在混合という形を含め8割以上

が母乳育児を継続しているので，中断されること

のないよう長期の支援が必要だと考えている。

　5．当院の特徴について

　当院の特徴は，総合病院であるため合併症妊

婦・小児科管理が必要な児も入院している。その

ため，他の診療部門との連携は欠かせない。1）母

乳育児についての協力と理解が得られるよう院内

全体を対象とした母乳育児支i援勉強会の開催を継

続していく。2）社会背景が複雑な妊産褥婦が増え

ている現在，母乳育児支援のみならず生活育児支

援という面においてもケアが求められている。3）

母乳育児を通し，母子関係が健やかにいとなまれ

るように援助が必要である。4）地域・行政を含め

た病院内外の連携の継続と充実を心がける必要が

ある。

ま　と　め

　以上より，当院周産部での母乳育児支i援につい

ての問題点は，

　1）　入院中母乳育児を確立して退院しても，退

院後は母乳育児が継続されにくい。

　2）退院後フォローをしていても1ヶ月健診ま

でに人工乳を使用する方が増えている。

の2点が挙げられ，それに対して以下のような対

応が必要と考える。

　1）　スタッフが乳房ケアの経験を積み，卒乳ま

で長く統一したケアを行うこと。

　2）　1ヶ月健診時の問診票の結果から，退院後の

フォローの時期についての検討をすること。

　3）退院後のフォローを産婦人科医師，小児科

医師と連携し，母子共に長期的な支援を行うため

に母乳外来を開設すること。

　4）母親自身の母乳育児の意識と喜びが高まる

ことと，夫や祖父母など周囲のサポートが得られ

るよう，家族も含めた情報提供の場も増やすこと。

さらに，家族支援クラスの開設も含め，マタニ

ティークラスの内容を検討すること。
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